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メンタルヘルス不調による休職者の「心理的復職」の過程
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問題と目的

はじめに

　休職者への支援は当事者に合わせたものが必要で

ある。そのために、職場復帰支援には医療、事業所、

EAP 等の多くの機関が関わっており、支援の専門性は

より高度になっている。その中で、支援する側の視点か

ら様々な提言や支援モデルが示されているが、当事者の

視点から職場復帰支援を検討したものは少ない。心理支

援の本質は当事者の心に寄り添って、当事者の心がエン

パワーメントされるところにある。休職から復職へのプ

ロセスにおいて当事者が実感を得た支援とは何かを精査

することは、当事者から求められる心理支援のあり方を

発展させるために重要であると思われる。そこで本研究

では、当事者の視点から職場復帰支援を検討した。

 1 ．日本において増加する休職者の推移とその支援方法

　厚生労働省は“事業場における労働者の心の健康づく

りのための指針”（2012）を発表し、さらには労働安全

衛生法の改正をうけ“労働者の心の健康保持増進のため

の指針”（2012）を策定し、問題への対応を促してきた。

しかし、精神疾患を有する総患者数の推移として1999年

は204.1万人であったが2014年には392.4万人とほぼ倍増

し増加の一途をたどり、特に気分障害は2.5倍であった。

中でも25歳から64歳までの労働者もほぼ倍増している。

その上、労働者健康状態調査（2013）によると、5000人

以上規模の事業所では、91.3％がメンタルヘルス上の理

由により連続 1 か月以上休職や退職をした労働者がいる

としている。このように就業中に精神疾患を有する者は

多く、休職することも多い。

　そのような状況の中で、厚生労働省は心の健康問題に

より休業した労働者の職場復帰支援の手引き（2015）に

おいて“疾病による休業は、多くの労働者にとって働く

ことについての自信を失わせる出来事である。必要以上

に自信を失った状態での職場復帰は、当該労働者の健康

及び就業能力の回復に好ましくない影響を与える可能性

が高い”としている。このように、メンタルヘルス不調

によって休職が必要な者であったとしても、休職すると

いうことだけで負担が大きくなる。そのため、休職に関

わる心理的ケアは大変重要であると言える。現在復職支

援の流れとして、第 1 ステップは病気休職開始及び休職

中のケア、第 2 ステップは主治医による職場復帰可能の

判定、第 3 ステップは職場復帰の可否の判断及び職場復

帰支援プランの作成、第 4 ステップは最終的な職場復帰

の決定、第 5 ステップは職場復帰後のフォローアップ

の、大きく 5 つのステップに分けられる。このように職

場復帰支援には医療、事業所、EAP 等の多くの機関が

関わっており、支援の専門性、支援効果、連携などに関

する研究が多くなされている。

 2 ．メンタルヘルス不調による休職者が抱える現状

　柏木（2006）によると、“うつ病を中心とした‘メン

タルヘルス不全者の職場復帰’は極めて困難な問題を抱

えている”としており、当事者が職場復帰を早々に希望

することも多く、背伸び出社しやすいことや、主治医と

職場関係者との連携が難しいことなどが挙げられてい

る。精神疾患は目に見える形ではないため、その病態を

他者が見ることは難しく、当事者の焦りも相まって復職

を急ぐことも多い。さらに、柏木（同上）は“職場復帰

可能判定に客観的基準がなく、‘主治医の主観的判断’

に左右される部分が大きいこと、ストレス障害は完全治

癒ということは少なく、‘寛解状態’での職場復帰が多い”

ことなどを問題点として捉えている。

　井上ら（2010）は、企業等による様々な支援介入はそ

れぞれ長短があるとし、単一の支援介入による問題解決

は難しく、場合によってはそれぞれの支援介入におい

て 2 次的な問題が生まれる可能性があることを指摘して

いる。さらに、井上ら（同上）は“個々の状況に応じて

個別に、かつ、きめ細かく状況を分析し、新たなストレ

スを生まないように、継続的に監視する必要がある”と

し、それぞれの支援介入に長短を把握した上で当事者に

応じた復職支援を選択しなくてはならないとしている。

大川ら（2013）の研究において、支援者と精神障害を持

つ当事者では就労に対する価値観の違いがあるとしてい

る。支援者は継続就労の支援がしやすい環境を良い職場

と捉え、支援のポイントとして離職防止を目指すことを
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考えているが、当事者は就労の継続と同等か、それ以上

に仕事のやりがい等を重視している。このように、就労

支援において支援者と当事者間に認識のズレが存在し、

それぞれの立場で重視している視点は支援者が支援を提

供する際や当事者が継続就労する際のモチベーションに

関わるが、当事者の視点は見落とされがちであるとし

た。しかしながら、医療、事業所、EAP 等の支援者側

の研究は多くなされているものの、当事者の視点におか

れた研究はあまり見られない。

 3 ．メンタルヘルス不調による休職者におけるソーシャ

ル・サポートの重要性

　復職支援は保健所、いのちの電話、精神保健福祉セン

ター等多様な場所や人が関わっている。一方、赤松ら

（2002）はメンタルヘルスの回復において、ソーシャル・

サポートが重要な要因であることを指摘し、その根拠と

して“人と人との日常的な結びつきは心身の健康に好ま

しい影響を及ぼす（Cassel、1974）、ソーシャル・サポー

トはストレスの悪影響を緩衝する（Cobb、1976）、不安

が低下する（太田・田中、1977）、自尊心が向上する（中 

村・浦、1999）”など先行研究を提示している。さらに、

天貝（1997）によると、“成人期以降において、家族お

よび友人からのサポート感は、特に他人への信頼に対し

て有意な正の影響を及ぼした”としている。また、休職

者は復職支援機関だけでなく、保健所、いのちの電話、

精神保健福祉センター等の社会資源によるサポートを受

けることもあり、休職から復職に至る過程において、個

人の取り巻く人間関係をはじめとした社会資源による

ソーシャル・サポートは、復職において重要な要因であ

ると思われる。

 4 ．本研究の目的

　これらを踏まえ、本研究ではメンタルヘルス不調を理

由に休職し、復職を果たした者に注目し、メンタルヘ

ルス不調を乗り越えて復職につながる支援のあり方を、

ソーシャル・サポートの観点から明らかにすることを目

的とした。

方法

 1 ．対象

　メンタルヘルス不調により休職やそれと同等の状況を

経験したと自己申告があり、現在復職状態にある社会

人 5 名を対象とした（表 1 ）。

 2 ．面接調査

 1 ）調査方法

　データ収集の方法として 1 人当たり 1 時間半程度の半

構造化面接を行った。面接内容は録音を行い、後に逐語

禄を作成した。

 2 ）調査期間　2019年10月～12月

 3 ）調査対象　メンタルヘルス不調によって一定期間休

職し、職場に復帰した社会人

 4 ）調査依頼方法

　知人の中から、調査対象と仕事または私生活面で 1 年

以上安定的な信頼関係にある人を選定し、研究計画を説

明した上で、推薦を依頼した。推薦者を通した間接的な

協力依頼に対して被推薦者が積極的な協力の意向を示し

た場合のみインタビューを実施した。

 5 ）面接調査内容　

　インタビューでは以下の点を中心に行った。

 （ 1 ）リワーク活動の実際と評価

 （ 2 ）ソーシャル・サポートの実際

①休職時におけるソーシャル・サポートの内容と評価

 ・ 休職時、どういったことやもの、人が支えになったか。

表 1 　協力者一覧
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２２..面面接接調調査査  

１)調査方法 

データ収集の方法として１人当たり１時間半程度の半構造化面接を行った。面接内容は録音を行い、後

に逐語禄を作成した。 

２)調査期間 2019 年 10 月～12 月 

３)調査対象 メンタルヘルス不調によって一定期間休職し、職場に復帰した社会人 

４）調査依頼方法 

知人の中から、調査対象と仕事または私生活面で１年以上安定的な信頼関係にある人を選定し、研究計

画を説明した上で、推薦を依頼した。推薦者を通した間接的な県協力依頼に対して被推薦者が積極的な

協力の意向を示した場合のみインタビューを実施した。 

５)面接調査内容  

インタビューでは以下の点を中心に行った。 

(１)リワーク活動の実際と評価 

(２)ソーシャル・サポートの実際 

①休職時におけるソーシャル・サポートの内容と評価 

・休職時、どういったことやもの、人が支えになったか。 

②復職または継続就労におけるソーシャル・サポートの内容と評価 

・復職時どういったことやもの、人が支えになったか。 

・公的資源を利用するにあたり、どういった機関を経由して利用したか。 

・利用する際スムーズにいかないことがあった場合は、その原因はどういったものが考えられるか。 

・復職するにあたり、病院や職場とどのような話し合いを行ったか。 

・話し合いの際にスムーズにいかないことがあった場合は、その原因はどういったものと振り返るか。 

・社会復帰するにあたり、ソーシャル・サポートと認識したものとどのような話し合いを行ったか。 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

20 30 50 20 40

女性 男性 女性 女性 男性

休職時 専門職 公務員 公務員 看護師 公務員

現在
スポーツ

インストラクター
公務員 公務員 主婦 公務員

うつ症状 うつ病 うつ病 うつ病

反復性うつ病、
適応障害、

自律神経失調症

無 １回 ５回 １回 ２回

無 １年３か月 ２年６か月以上 １年 7か月

無 無 無 有(５か月) 無

無 有(６か月) 有(９か月) 有(３か月) 無

１年４か月 約６か月 ２年程度 約６年 ５年以上

病名

休職回数

合計休職期間

入院の有無

リワーク参加の
有無

復職から
インタビューまで

表１　協力者一覧

氏名(さん)

年代(歳代)

性別

職種 
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②復職または継続就労におけるソーシャル・サポートの

内容と評価

 ・ 復職時どういったことやもの、人が支えになったか。

 ・ 公的資源を利用するにあたり、どういった機関を経由

して利用したか。

 ・ 利用する際スムーズにいかないことがあった場合は、

その原因はどういったものが考えられるか。

 ・ 復職するにあたり、病院や職場とどのような話し合い

を行ったか。

 ・ 話し合いの際にスムーズにいかないことがあった場合

は、その原因はどういったものと振り返るか。

 ・ 社会復帰するにあたり、ソーシャル・サポートと認識

したものとどのような話し合いを行ったか。

 ・ 話し合いの際に復職の妨げになったと感じたことがあ

るか。

　なお本調査は、メンタルヘルス不調を乗り越えて復職

につながる支援のあり方を明らかにすることを目的とし

たため、休職に至った経緯はうかがわないこととした。

 6 ）分析方法

　面接内容を分析するにあたって、時期、心理的体験、

ソーシャル・サポートの 3 つの枠組みについて、KJ 法

を参考にカテゴリ分析を行った。

 （ 1 ）休職から復職までの過程区分

　厚生労働省（2015）による「心の健康問題により休業

した労働者の職場復帰支援の手引き」において、休職か

ら復職までの時期を第 1 ステップから第 4 ステップ、復

職から復職後のフォローアップまでの時期を第 5 ステッ

プと分類している。しかし、有馬（2010）によると、“復

帰して 3 か月が過ぎ 4 か月目以降から半年では‘病状再

燃の危機の段階’が訪れる”としたうえで、“家族、友

人、地域住民、職場内の同僚とのかかわりの中でセルフ

ケアができるようになることが本当の意味での職場復帰

である”としている。よって復職から現在までの経過を

有馬（同上）や厚生労働省（同上）が提示している条件

を参考に 3 期に分類した。

①第Ⅰ期：「心の健康問題により休業した労働者の職場

復帰支援の手引きに」おける第 1 ステップから第 4 ス

テップまでの休職から復職までを第Ⅰ期と命名した。

②第Ⅱ期：「心の健康問題により休業した労働者の職場

復帰支援の手引き」における第 5 ステップにあたる時期

を適応期とした。復職後、適応期までの間を第Ⅱ期と命

名した。

③第Ⅲ期：有馬（同上）によると、“復帰後半年を過ぎ

てから 1 年に差し掛かる頃をわれわれは‘真の復帰の段

階’と位置付けている”とし、この時期に“本人も新し

い働き方がようやく自分のものとなる”としている。復

職から半年以上経過し、適応期を経て安定した状態を維

持している時期を第Ⅲ期と命名した。

 （ 2 ）心理的体験

　休職するということは、当事者にとって働くことにつ

いての自信を失わせる等のネガティブ感情が生じる一方

で、休職を経験したからこそ分かったことがある等のポ

ジティブ感情が生まれることが考えられる。よって、本

研究において心理的体験をポジティブ感情とネガティブ

感情の観点から分類した。

 （ 3 ）ソーシャル・サポート

　森・三浦（2007）は“House（1981）による、受容

や共感などの情緒的サポート（emotional support）、

フィードバックや社会的比較などの評価的サポート

（appraisal support）、助言や情報提供などの情報的サ

ポート（informational support）、労働力や金銭などに

よる具体的援助などの道具的サポート（instrumental 

support）の 4 分類”があるとしている。本研究におい

ても、森・三浦（同上）を参考に、情緒的サポート、評

価的サポート、情報的サポート、道具的サポートの 4 つ

に分類することとした。

 3 ．倫理的配慮

　本研究を実施するにあり、調査協力者には事前に研究

の趣旨を口頭と文章の両方から説明し、研究への参加は

任意であることを伝えた。休職体験を振り返るにあたっ

て調査協力者の自覚はなくても心理的に動揺を感じるリ

スクがありうることを説明し、いつでも中止や中断を申

し出ることが可能であることを伝えた。その他の必要な

倫理的配慮を十分に検討し、福岡女学院大学研究倫理委

員会から承認を受けてから実施した。

結果と考察

　まず、KJ 法を参考に逐語の内容からラベル化を行い、

第Ⅰ期から第Ⅲ期の時期ごとに「心理的体験」と「ソー

シャル・サポート」のカテゴリ分類を行った。さらに、

「ソーシャル・サポート」については、先行研究で分類

されている「情緒的サポート」、「評価的サポート」「情

報的サポート」「道具的サポート」の 4 分類を参考に逐

語のデータをラベル化し、分類した。次に各カテゴリに

おける発言内容についてラベル化を行った。その際、臨

床心理学専攻の教員及び院生複数名で検討を行い、客観

性を得た。

　その上で、第Ⅰ期から第Ⅲ期まで、まず時期ごとに全

体的様相（「概要」）、心理的体験のカテゴリとその内容、

ソーシャル・サポートのカテゴリとその内容を整理し、

考察する。

 1 ．事例Ａさん

 1 ）事例の概要（休職から復職への経過）

　Ａさんは、休職を経験していない。よって「心の健康

問題により休業した労働者の職場復帰支援の手引き」を

参考に、第 4 ステップの最終的な職場復帰にあたる転職

を第Ⅰ期、第 5 ステップの職場復帰後のフォローアップ

を第Ⅱ期とした。

　Ａさんは経済的理由から休職せず、転職した。転職前、
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医療機関を受診するも内服薬の処方のみであったため不

信感を抱き、継続受診につながらなかった。しかし、Ａ

さんにとって初めて自分の気持ちを感情の赴くままに言

えた友人がいた。転職前、友人に自身のキャリアや抑う

つ状態、身体的症状についての悩みを打ち明けている。

友人は、じっくりと話を傾聴した。それでも心身のバラ

ンスが崩れ続けたＡさんの様子から、友人は転職を助言

した。この助言が後押しとなり、恐怖を感じつつも、転

職に踏み切った。

　転職先での業種は前職とは異なった。採用面接を受け

たＡさんだったが、その際幼馴染である現在の勤務先の

店長が面接を担当した。店長はＡさんを仮採用とした上

で、上司として育てることとした。

　前職で独立したいという夢があったＡさんは、夢の喪

失感を感じる。しかし、現職場での利用者との交流や仕

事を通して、抑うつ状態や転職を経験したＡさんだから

こそ伝えられることがあることに気が付き、自己受容や

自己理解へとつながっていく。また、店長はＡさんを幼

いころから知る上司ならではの視点でＡさんと関わるこ

とで、思考の転換や積極性の重要性を助言している。こ

れらよりこれまでの自己のあり方や思考を振り返ること

につながっている。現在Ａさんは「まだ登った先が見つ

からない。今は充電期間中」と感じており、第Ⅱ期にあ

ると言える。

 2 ）面接内容の分析と考察

　Ａさんが各時期において起こった心身の状況、体験し

た気持ち、ソーシャル・サポートを表 2 に記した。

　抑うつ状態や身体的な不調を感じながらも【転職に対

する恐怖】があり、転職に踏み切ることができなかっ

た。内服薬の処方のみであったため、【医療機関への不

信】も感じたＡさんは、初めて自分の本心を打ち明ける

ことができた友人に相談した。友人は共感し傾聴するの

みでなく、Ａさんが危機的状況に陥った際に助言してい

る。この友人の支援によって、最終的に転職を決定する

ことにつながっており、Ａさんにとって友人との関わり

は、大きなサポートと言えるだろう。また、転職先の上

司もＡさんに共感し、実際にどのように気持ちを転換さ

せていくかを助言している。

　その後、【多様な人との交流】や【自己開示できる関

係性】にある人との関わりを受けたＡさんは【自己受容】

や【自己理解の始まり】を体験することができた。現在、

Ａさん自身も「充電期間」と考えており【楽しく働く体

験】と【夢の喪失感】などポジティブな心理体験とネガ

ティブな心理体験を行っており、安定しているとは言い

難く、これまでの自身のあり方と、これからどのように

していくのかを形成していく段階であると言える。

　現在Ａさんは【上司からの助言】をサポートとして受

け止めている。店長は具体的にどのように思考を転換さ

せていくのかを実践の場で助言しており、認知行動療法

を実践の場面で行っていると言えるだろう。友人や上

司、職場の利用者との関わりから、今後自己受容や自己

理解を深め、自己一致させていく過程を築いていくこと

が予測される。大川ら（2013）の研究において、支援者

は継続就労の支援がしやすい環境をいい職場と捉え、支

援のポイントとして離職防止を目指すことを考えている

が、当事者は就労の継続と同等か、それ以上に仕事のや

りがい等を重視していることが示された。Ａさんにおい

ても、【夢の喪失感】を持ち、仕事のやりがいが低下し

ながらも、新しい職場で【楽しく働く体験】を得たこと

で、異なる視点で仕事のやりがいを捉え直していると考

えられる。よって現在、Ａさんにとって職場の【上司か

らの助言】や【自己開示できる関係性】、【多様な人との

交流】は仕事のやりがいにもつながり、重要なソーシャ

ル・サポートであると言える。

 2 ．事例Ｂさん

 1 ）事例の概要（休職から復職への経過）

　Ｂさんは休職前、退職を考えていた。しかし、妻から

の助言にて退職するのではなく、休職することとなっ

た。休職中は、妻がフルタイムで働いていたためＢさん

が家事を行っていたが、復職予定が近づくとできていた

家事ができなくなるほど混乱した。休職中は仕事のこと

を考えることが一番苦しいと感じ、不安感や恐怖心を

表 2 　A さんの各時期における心理的体験とソーシャル・サポート
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　第Ⅰ期では退職しか考えられず休職中も「職場で働く

ことを考えることが一番苦しい」と感じ、休職期間の終

了が近くなると、【仕事への意欲低下】が起こり、【仕事

に対する恐怖】や【仕事に対する不安】が生じた。また

職場と契約している EAP との電話相談についても【情

報漏れへの不安】を感じた。リワーク活動に参加すると

復職も近づくため、参加することをなかなか決断できず

にいたが、実際に参加してみると、【仲間との関わり】

や【復職成功モデルとの関わり】など、リワークに一緒

に参加した利用者同士との交流によって、復職を前向き

に捉えることができるように気持ちが変化していった。

これらより、同じような境遇を持つ者同士であると共感

しやすく、お互いにサポートできる関係性になりやすい

ことが考えられる。リワーク活動にて得られた仲間との

つながりは、復職後も気持ちを支えている。

　第Ⅱ期に入ると、リワーク活動に参加したことで【自

己理解の始まり】が起こり、客観的に自己の状態を捉え

ることができるようになり始める。【負担の少ない部署

への配置】によって、働きやすい環境に身を置くことが

できているが、【自己理解の始まり】の時期であるＢさ

んは【異動に対する恐怖】も感じるようになる。この時

期において、Ｂさんは【上司の理解】や【仲間との対等

な関わり】をソーシャル・サポートとして捉えており、

それらのサポートに支えられることで、これまでなかっ

たポジティブな心理体験が生まれ始める。

 3 ．事例Ｃさん

 1 ）事例の概要（休職から復職への経過）

　自身の両親と子どもと同居し、夜遅く帰宅することが

通常であったため、自宅に居場所が無いと感じていた。

そのため、職場のデスクがＣさんにとって過ごしやすい

居場所として機能していた。またまじめで「頑張りすぎ

る」Ｃさんは、業務においても常に全力で頑張ってい

た。加えて、PTA や子ども会の役員も担当したことで、

持病が悪化するだけでなく、失声や抑うつ症状が出現

した。それでも「私がしないと回らない」「私がしなく

持つ。職場と連携する EAP に電話相談をしていたが、

EAP に相談した内容が職場に伝わるのではないかとい

う恐怖から、電話相談を行うことも途中から避けた。こ

のように職場との関わりを一切絶ちたい気持ちが強かっ

たため、リワークを利用するということは復職が近づく

ことにつながると考え、休職後すぐにリワークには参加

できなかった。その後、休職 7 か月目にリワークに参加

することを決め、リワーク活動に参加する。リワーク活

動中も仕事への意欲が沸くことはなかったが、リワーク

では職場の仲間も参加していたためモデルとなった。ま

たリワーク活動では共感できる悩みや苦しみを持つ仲間

ができた。これらのソーシャル・サポートが得られたこ

とで、復職に少し前向きな気持ちが生まれ、復職するこ

とができた。

　負担の少ない部署に配置されたことで、スムーズに復

職することができた。リワーク活動を通し客観的に自己

を見ることができるようになり、「すべての原因は自分

ではない」といった自己受容が高まってきている。上司

もＢさんに寄り添い、負担の少ない業務を行えるように

調整するなど行っている。Ｂさんは現在、復職後半年と

気持ちの変動が大きく仕事と家事のバランスや妻との分

業のバランスなどに悩みながらも、復職直後の人が職場

の隣のデスクに配属になったことなどによって、復職直

後の自己を振り返ることができるほどに回復してきてい

る。現在Ｂさんは「働くことができているのは今の職場

の人間関係が恵まれているから」と語り「休職前と同じ

状況になった時にどのように対処すればいいか、わから

ない」と考えている。また、「これから自分がどうして

いきたいのか、どうすれば改善していくのかを考えてい

かなければならない」とも語っている。これらより、こ

れまでのキャリアを振り返り、今後どのように進むかを

考えていくことを準備している段階であると言える。

 2 ）面接内容の分析と考察

　Ｂさんが各時期において起こった心身の状況、体験し

た気持ち、ソーシャル・サポートを表 3 に記した。

表 3 　B さんの各時期における心理的体験とソーシャル・サポート
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分類 ラベル 分類 ラベル

人間関係による過労 抑うつ気分

不眠 仕事への意欲低下

飲酒量過多 自己受容感の低下

第Ⅱ期

時期

仕事への意欲低下
仕事に対する恐怖
仕事に対する不安
情報漏れへの不安

リワークプログラムの
内容に対する不信

医療機関受診、内服
気分の安定

休職～リワーク第Ⅰ期

心身の状況
心理体験

ネガティブ

ソーシャル・サポート

職場内での
安定した人間関係

復職～適応期(現在)

情報的

情緒的

休職前 妻からの助言情報的

情緒的
+情報的

復職成功モデルとの関わり

仲間との関わり

負担の少ない部署への配属

情緒的
上司の理解

仲間との対等な関わり
子どもの存在ポジティブ

リワークプログラムに
対する不信感

異動に対する恐怖
妻に対する不信感

自己受容
自己理解の始まり

ネガティブ

ネガティブ
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てはならない」という気持ちが強かった。しかし症状が

悪化し続けたことで、病院を受診し休職することとなっ

た。休職中は子どもや両親、仲間から受容的な関わりを

得ることができ、自己理解や自己受容につながり復職す

るが、復職後も様々な理由から休職が必要となり、4 回 

の休職と復職を繰り返す。 5 回目の休職時に職場が

EAP と契約したことをきっかけに、リワークを利用す

る。リワークでは苦手な利用者や活動内容もあったが、

「なぜ自分が苦手であるのか」を考えることにつながる

ようになった。リワークにて自身の気持ちや行動に関心

をもったＣさんは心理学の講座に参加し、「頑張りすぎ

る自分」への気づきを深めるきっかけを作った。

　復職後リワークで得た経験を活かし、自己理解を深め

ることができ、その結果職場にて困った際、相談できる

ようになった。相談ができたことで、「自分自身の困り

ごとを具体的に自分が分からない限り、相談ができな

い」ことが分かり、さらに自己理解を深めることとな

る。職場においては、近い環境にある上司に相談したと

ころ、具体的にどうすると働きやすいのかの解決策を見

つけることができている。失声した時に避難する方法を

前もって相談しておくことで、安心して働くことが可能

になっている。

　 5 回目の休職時、リワーク活動と心理学を学ぶ講座に

参加したことで、自身の心身の状態を把握し、仕事の量

や休暇を調整することができた。またどういったことが

困るのか、どういった支援が必要であるのかを認識する

ことができるようになった。その結果、助けを求めるこ

とができるようになり、職場や家庭においてＣさんが希

望する支援を必要な時期に受けることができるように

なっていった。

 2 ）面接内容の分析と考察

　Ｃさんが各時期において起こった心身の状況、体験し

た気持ち、ソーシャル・サポートを表 4 に記した。

　失声やうつ症状、持病が悪化したＣさんであったが、

できない理由が分からず【焦り】や【自己受容感の低下】

を感じる。それらは更なる【仕事に対する強迫観念】に

つながり、さらに自分が自分を苦しめていく。その悪循

環の中で復職への【焦り】に突き動かされる中、休職中

は【家庭での居場所のなさ】や【休職したことへの後ろ

めたさ】に悩んだ。ソーシャル・サポートとしては両親

や子ども、職場内の同僚や先輩、職場外の人など多面的

な情緒的サポートは得られているものの、心身の状況の

悪化やネガティブな心理体験であったことがうかがえ

る。これらの状況を打開するきっかけがリワークの参加

であったと考えられる。リワークでの活動を通して【自

己理解】や【自己調整】を深めることによって自分や周

囲を客観的に観ることができ、次第に【子からの受容的

関わり】や【仲間との対等な会話】の情緒的サポートを

受けるために何が必要であるかを考える努力をすること

ができたと思われる。その結果、困ったことを明確にす

ることができるようになり、よりＣさんに合わせた支援

が可能になったことが推察される。 5 回目の復帰後も 

【自己理解の深まり】や【自己調整の深まり】を継続す

ることができたことで、第Ⅰ期は【自己受容感の低下】

を体験したが、第Ⅲ期になると【自己効力感の高まり】

を体験することができた。【第Ⅰ期の振り返り】ができ

表 4 　C さんの各時期における心理的体験とソーシャル・サポート
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る状態まで回復したことや、様々な組織や人からのソー

シャル・サポートを感じることができたからこそ、【自

己効力感】を高めることができたと考えられる。現在も、

不安定になることはあるが、「不安定な状態から回復す

ることが早くなった」と結果ではなく過程に焦点を当て、

考えることができるようになった。これよって現在Ｃさ

んは、より安定した状態で過ごすことができているのだ

ろう。

 4 ．事例Ｄさん

 1 ）事例の概要（休職から復職への経過）

　Ｄさんは休職後、入院しその後リワークを経て復職し

ている。入院当初は抑うつ状態で自己価値観が低下して

いた。うつ病であると診断され入院したことにより、職

場と離れることができたことで安心感は得られたもの

の、「周囲からどのようにみられるだろうか」といった

恐怖や、休んでいる間も職場から給与が支払われること

で、後ろめたさを感じるなど、不安定な状態になる。し

かし、元来厳しい両親が休むことを勧めたことや、交際

相手がＤさん話に耳を傾けじっくり向き合ってくれたこ

と、さらに、似た境遇である他の入院患者との関わりに

よって、徐々に安定し、退院することができた。その後、

主治医の勧めにてリワークに 3 か月参加した。リワーク

中は、似た境遇の利用者が多かったことによって、「自

分だけではない」という安心感を得られた。また共感し

やすく、話しやすいと感じ、大きな支えにつながった。

リワーク終盤になると両親によって復職の準備が始まっ

た。復職が近づくにつれ、「戻れるのか」といった不安や、

「人からどう見られるか」といった恐怖を感じた。しか

し、両親はＣさんの希望を叶えることができるよう職場

とやり取りを行い、復職しやすい環境を整えたことで、

スムーズに復帰することができた。

　復職後は病棟ではなく、外来に勤務することになっ

た。Ｃさんの勤務先では、メンタルヘルス不調によって

休職した者のうち、希望があれば一定期間外来勤務がで

きるような制度があった。Ｃさんは、外来に勤務するこ

とで復職しやすい環境であると感じる一方で、「外来で

勤務することで人からどう見られるか」「噂が流れるの

では」といった不安が生じる。しかし、外来においても

入院中やリワークで得られたような似た境遇にある人と

出会うことで救われ、勤務を継続することができた。し

かし、外来から病棟へと異動が近づくにつれ、再度不安

が大きくなっていく。しかし、病棟の上司が理解を示し、

温かく迎えたことで安心へとつながっていった。

　外来を経験した後、病棟に勤務したことで「自分には

何が向いているのか」を振り返って考えるきっかけに

なった。考えた結果、「採血をメインでしたい」「ずっと

同じ患者さんと向き合うのは苦しくなる」「たくさんの

ことを幅広く覚えることより、1 つのことを応用して考

えるほうが好き」といったことに気が付き、それらが行

える職場への転職を考えるようになる。その際上司や両

親、交際相手へ相談し、後押しがあったことで転職へと

踏み切ることができた。転職後は安定し、適応的に勤務

することができた。リワークで「気持ちを言葉で伝える

重要性」を得られたことで、現在復職から約 6 年経過し

たが、「言いたいことは言える。だから苦しくならずに

過ごせている」と振り返る。

 2 ）面接内容の分析と考察

　Ｄさんが各時期において起こった心身の状況、体験し

た気持ち、ソーシャル・サポートを表 5 に記した。

　入院中は休職できたことによって【安心感】が得られ

ることができたが、同時に【他者の冷たい視線への恐怖】

や【休職したことへの後ろめたさ】を感じている。抑う

つ状態であることもあり、気分の波が激しかったようで

ある。しかし、閉鎖的な入院生活の中で【両親の見舞い】
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入院中は休職できたことによって【安心感】が得られることができたが、同時に【他者の冷たい視線へ

の恐怖】や【休職したことへの後ろめたさ】を感じている。抑うつ状態であることもあり、気分の波が激

しかったようである。しかし、閉鎖的な入院生活の中で【両親の見舞い】や【交際相手からの傾聴】によ

って安心感が得られたことがうかがえる。また、これまで周囲に似た境遇にある人と出会ったことがな

かったＣさんにとって、入院中に似た境遇にある患者と出会えたことは、大きな出来事であっただろう。

リワークにおいても、似た境遇にある人との出会いは語られ、大きな支えとなっている。第Ⅰ期から第Ⅲ

期を通して、環境の変化が近づくにつれ【不安】【人への警戒】【他者の冷たい視線への恐怖】を感じてい

る。しかしその都度、似た境遇にある【仲間との対等な会話】を行うことで安心することができ、さらに

【上司の理解】が得られ、受容的に受け止められることで、安定することができていると言える。 

大江・長谷川(2012)は、うつ病のセルフヘルプグループに参加しているうつ病者のうつ病者や感情の体験

を明らかにしており、うつ病による肩身の狭さや理解されない辛さといった、周囲から孤立した感情を

抱え生活しているとした。そのうえで、ピアサポート経験があることがリカバリーの度合いを高めると

研究した。Ｄさんにとっても、似た経験を持つ仲間だからこそ共感できることがあるとしており、本研究

においても同様であると言える。 

入院やリワークを経て復職したＣさんは、第Ⅲ期に入るとこれまでのキャリアを振り返りこれからど

のように働いていきたいか、何が向いているのかといった【自己理解】につながった。また、これまで受

容的に受け止めてもらえた体験や【自己開示できる関係性】にあることで、リワーク中に学んだ「言葉で

伝える重要性」を活かしていく。入院やリワークはＣさんにとって大きな転機となっており、この時期に

学んだことが現在の生活でも活かされていることが予測される。 

５５..事事例例ＥＥささんん  

１)事例の概要（休職から復職への経過） 

 Ｅさんは２度の休職を経験している。１度目の復職では焦りや上司、同僚、後輩に対する後ろめたさが

強く、再度うつ症状が出現する。表情も乏しくなっている状態の中、両親に支えられている。父からは旅

行等に連れ出してもらうことで気分転換することができ、母はＥさんが出来なくなった身の回りの環境

表５　Ｄさんの各時期における心理的体験とソーシャル・サポート

分類 ラベル 分類 ラベル

休職前 新しい環境への不適応 自己価値の低下

安心感 両親の見舞い

他者の冷たい視線への恐怖 交際相手からの傾聴

休職したことへの
後ろめたさ

評価的 仲間との対等な会話

不安 交際相手からの傾聴

職場への引け目 同期の理解

人への警戒 両親の理解

両親の理解

交際相手の理解

上司の理解

仲間との対等な会話

ポジティブ

情緒的

評価的

情緒的

リワーク

復職～適応期

仲間との対等な会話

情緒的

ネガティブ

ネガティブ

ネガティブ

ポジティブ

心身の状況
ソーシャル・サポート

入院

情緒的
医療機関受診
抑うつ→安定

安心感

時期
心理体験

安定

評価的

自己開示できる関係性第Ⅲ期 現在

情緒不安定

第Ⅰ期

第Ⅱ期

自己理解
退職→再就職

安定
(結婚、出産)

職場の異動

異動に対する恐怖
他者の冷たい
視線への恐怖

表 5 　D さんの各時期における心理的体験とソーシャル・サポート



50

福岡女学院大学大学院　臨床心理学紀要　2021年　第18号　43－54

や【交際相手からの傾聴】によって安心感が得られたこ

とがうかがえる。また、これまで周囲に似た境遇にある

人と出会ったことがなかったＣさんにとって、入院中に

似た境遇にある患者と出会えたことは、大きな出来事で

あっただろう。リワークにおいても、似た境遇にある人

との出会いは語られ、大きな支えとなっている。第Ⅰ期

から第Ⅲ期を通して、環境の変化が近づくにつれ【不安】

や【人への警戒】、【他者の冷たい視線への恐怖】を感じ

ている。しかしその都度、似た境遇にある【仲間との対

等な会話】を行うことで安心することができ、さらに【上

司の理解】が得られ、受容的に受け止められることで、

安定することができていると言える。

　大江・長谷川（2012）は、うつ病のセルフヘルプグ

ループに参加しているうつ病者のうつ病者や感情の体験

を明らかにしており、うつ病による肩身の狭さや理解さ

れない辛さといった、周囲から孤立した感情を抱え生活

しているとした。そのうえで、ピアサポート経験がある 

ことがリカバリーの度合いを高めると研究した。Ｄさんに

とっても、似た経験を持つ仲間だからこそ共感できること

があるとしており、本研究においても同様であると言える。

　入院やリワークを経て復職したＣさんは、第Ⅲ期に入

るとこれまでのキャリアを振り返りこれからどのように

働いていきたいか、何が向いているのかといった【自己

理解】につながった。また、これまで受容的に受け止め

てもらえた体験や【自己開示できる関係性】にあること

で、リワーク中に学んだ「言葉で伝える重要性」を活か

していく。入院やリワークはＣさんにとって大きな転機

となっており、この時期に学んだことが現在の生活でも

活かされていることが予測される。

 5 ．事例Ｅさん

 1 ）事例の概要（休職から復職への経過）

　Ｅさんは 2 度の休職を経験している。 1 度目の復職で

は焦りや上司、同僚、後輩に対する後ろめたさが強く、

再度うつ症状が出現する。表情も乏しくなっている状態

の中、両親に支えられている。父からは旅行等に連れ出

してもらうことで気分転換することができ、母はＥさん

が出来なくなった身の回りの環境調整をしてもらったこ

とで安心感を得ている。しかしＥさんの中でつらいと感

じていためまいが消失したことを復職の理由とし、結果

として、焦って復職した形となった。そのため復職から

数か月後、うつ症状が再度出現した。身体化もしている

が焦りや後ろめたさが強いことや、症状を自覚しながら

も「休んじゃいけない」という思いから葛藤する。そ

の際、うつ病や休職者への対応についての知識を持つ

上司からの後押しによって休職に踏み切ることができ

た。 2 度目の休職では 1 度目の休職時以上に強い焦りを

感じた。しかし、休職したことに対する謝罪や休職前に

担当していた業務に対する不安等を上司に病状報告する際

にメールにて伝えることで焦りを軽減することができた。

　Ｅさんは第Ⅱ期に入っても気分の落ち込みや焦りがあ

る。そのため、第Ⅰ期を振り返る余裕ができた一方で、

「あの時ああしたから」といった後悔も生まれている。

しかし 2 回目の休職を経て、「しょうがない」と開き直

ることができたこと、職場仲間が受容的にＥさんを迎え

入れたことで、適応につながっていった。この時期、相

談し合うことができる、対等な関係を維持できる職場の

仲間からの支援がよかったと振り返っている。

　相談し合うことができる、対等な関係を維持できる職

場の仲間からのサポートを第Ⅱ期から継続して感じてい

る。そのサポートのある環境だからこそ、休職の経験を

振り返る際に後悔することや再発への恐怖を感じること

もあるが、開き直り、病気を持つ自分の存在を自分自身

が受け入れ、自己調整していくことで、自己理解へとつ

ながっている。 2 度の休職と復職を経験したことで、職

場仲間との関係や自己理解は深みを増していることを実

感している。また、自分の休職と復職の体験を他者に話

すということも行うことができるようになった。

 2 ）面接内容の分析と考察

　Ｅさんが各時期において起こった心身の状況、体験し

た気持ち、ソーシャル・サポートを表 6 に記した。

　第Ⅰ期はうつ病の症状が現れた際、なぜめまい等が起

こっているのか理解ができず混乱している。そのため、

早急に元の生活に戻したいということで【焦り】を感じ

ているが、なかなか症状は改善しないことで【解決策を

要求】している。しかし医療職者が早急な解決策を提示

しないことや、Ｅさん自身の弱みを見せたくないといっ

た【羞恥心】から【人への警戒】とつながっているよう

に考えられる。そういった状況の中で、父が「 1 回家に

帰ってこい」とＥさんに伝えた。うつ症状が出現してい

る際には母が身の回りのこと、様々なネガティブな感情

を持っている際には父が気分転換を図るなど、両親と一

緒に生活したことで、サポートを受けることができた。

ネガティブな心理的体験を多く経験したＥさんにとっ

て、両親からの日常的な結びつきは、大きなサポートで

あったことがうかがえる。

　復職時には【慣れた場所への異動】ができたことで安

心感につながっている。しかし、それでもＥさんは【後

ろめたさ】や【職場への引け目】などを感じ、【焦り】が 

強くなり、周囲の環境も変化していくことで気持ちの落

ち込みがみられ、めまいも出現する。それでも「でもま

た治るかもしれんし、病院行くの嫌やし、またみんなに

迷惑かけるの嫌やなー」という気持ちが強く、2 度目の

休職ができずに苦しんでいるＥさんに、上司は理解を示

し、休職を助言する。この上司によって 2 回目の休職に

踏み切ることができている。さらに、2 度目の休職中も

【強い焦り】を感じているＥさんに理解を示し、受け入

れてくれていたことで、【焦り】は徐々に消失していっ

ていると考えられる。

　第Ⅱ期に入っても【気分の落ち込み】や【自分に対す

る不甲斐なさ】といったネガティブな心理体験をしてい
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るが、【仲間の存在】に支えられ、【複数の相談相手】を

持つことができている。職場において【対等な関係の維

持】ができ、【自己開示できる関係性】であることによっ

て、悩み苦しむことが多い第Ⅱ期を乗り越えることがで

きていると考えられる。

　第Ⅲ期は【後悔】や【自分に対する不甲斐なさ】といっ

たネガティブな心理体験をしているが、一方で【過去の

仕事仲間のサポートへの感謝】もしている。これらより

過去を振り返る際ネガティブな心理体験だけでなく、ポ

ジティブな感情も持つように変化している。また、【病

気（症状）の理解】を行うことができたことで【自己調 

整】や【自己理解】が深まっている。さらに、第Ⅰ期に

おいて両親との同居や臨床心理士との出会いなどのサ

ポートを受けているが、第Ⅲ期には良い形でサポートを

終結する体験ができている。その体験は、【自己調整】

や【自己理解】を行うことができているＥさんは必要な

支援を自ら選択することができるだけでなく、今後自信

が持て、サポートが不要になった際に、自ら終結を決断

することもできるようになることが予測される。

総合結果

 1 ．心理的体験

　各時期での心理的体験について 5 名が語った内容をラ

ベル化し、設定されたカテゴリにまとめた（表 7 ）。

 2 ．ソーシャル・サポート

　各時期でのソーシャル・サポートについて 5 名が語った

内容をラベル化し、設定されたカテゴリにまとめた（表 8 ）。

総合考察

　本研究ではメンタルヘルス不調を理由に休職し、復職

を果たした者に注目し、メンタルヘルス不調を乗り越え

て復職につながる支援のあり方を、個人を取り巻く人間

関係や社会資源のソーシャル・サポートの体験から検討

することを目的とし、対象者 5 名にインタビュー調査を

実施した。先行研究において、当事者が職場復帰を早々

に希望することも多く、背伸び出社しやすいことや、当

事者は仕事のやりがい等を重視していると示されてお

り、本研究の調査においても同様の結果が得られた。

 1 ．休職者が感じた心理的体験の変化過程

　対象者 5 名すべてにおいて、第Ⅰ期では焦りや不安、

恐怖などといった場当り的な感情が主であったものか

ら、第Ⅲ期では後悔といったこれまでの自身を振り返

るからこそ生まれる感情に変化するとともにポジティ

ブな感情が増加していた。Tedeschi & Calhoun（1996）

は、困難な出来事の体験後に個人が獲得あるいは知覚

する利益やポジティブな変化（心的外傷後成長、PTG; 

Posttraumatic Growth）が多く知覚されるほど、心身

の健康に対して適応的な影響を与えることを示した。こ

こでいう困難な出来事の体験として休職を位置づける

と、第Ⅲ期に共通してみられるポジティブな感情は休職

体験を通した心的外傷後成長（PTG）を示していると

いえる。堀田・杉江（2013）も“これまで自身が持って

いた物事の見方や考え方を変えながら意味づけを行うこ

とで、ストレスフルな体験が成長感を始めようとするポ

ジティブな変容の機会となる”としている。本研究の調
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調整をしてもらったことで安心感を得ている。しかしＥさんの中でつらいと感じていためまいが消失し

たことを復職の理由とし、結果として、焦って復職した形となった。そのため復職から数か月後、うつ症

状が再度出現した。身体化もしているが焦りや後ろめたさが強いことや、症状を自覚しながらも「休んじ

ゃいけない」という思いから葛藤する。その際、うつ病や休職者への対応についての知識を持つ上司から

の後押しによって休職に踏み切ることができた。２度目の休職では１度目の休職時以上に強い焦りを感

じた。しかし、休職したことに対する謝罪や休職前に担当していた業務に対する不安等を上司に病状報

告する際にメールにて伝えることで焦りを軽減することができた。 

 Ｅさんは第Ⅱ期に入っても気分の落ち込みや焦りがある。そのため、第Ⅰ期を振り返る余裕ができた

一方で、「あの時ああしたから」といった後悔も生まれている。しかし２回目の休職を経て、「しょうがな

い」と開き直ることができたこと、職場仲間が受容的にＥさんを迎え入れたことで、適応につながってい

った。この時期、相談し合うことができる、対等な関係を維持できる職場の仲間からの支援がよかったと

振り返っている。 

 相談し合うことができる、対等な関係を維持できる職場の仲間からのサポートを第Ⅱ期から継続して

感じている。そのサポートのある環境だからこそ、休職の経験を振り返る際に後悔することや再発への

恐怖を感じることもあるが、開き直り、病気を持つ自分の存在を自分自身が受け入れ、自己調整していく

ことで、自己理解へとつながっている。２度の休職と復職を経験したことで、職場仲間との関係や自己理

解は深みを増していることを実感している。また、自分の休職と復職の体験を他者に話すということも

行うことができるようになった。 

２）面接内容の分析と考察 

各時期に起こった心理的体験とソーシャル・サポート：Ｅさんが各時期において起こった心身の状況、

体験した気持ち、ソーシャル・サポートを表６に記した。 

 

 

表６　Ｄさんの各時期における心理的体験とソーシャル・サポート

分類 ラベル 分類 ラベル

休職前 人間関係による過労

情緒的 慣れた場所への異動

上司の理解

仲間の存在

自分に対する不甲斐なさ

再発の恐怖

後悔 自己開示できる関係性

自己理解 職場仲間の存在

病気(症状)の受け入れ 複数の相談相手

自己調整 両親との良好な関係性

開き直り

第Ⅲ期

環境の変化
気持ちの回復

骨折による入院

現在

休職１回目

復職１回目

休職２回目

情緒的

職場からの病気(症状)
の受け入れ

時期

第Ⅰ期

第Ⅱ期

動機、めまい、不眠
仕事の遅滞
　による焦り

上司の理解
上司の助言

心理的体験

復職２回目～適応期

情緒的ネガティブ

安定

強い焦り

ネガティブ
自分に対する不甲斐なさ

気分の落ち込み

開き直り

評価的

心身の状況

情緒的+
情報的

ネガティブ

職場による肯定的捉え
臨床心理士との再会

父の付き合い
父による助言
母による世話

情緒的医療機関受診、内服

人への警戒
羞恥心
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表 6 　E さんの各時期における心理的体験とソーシャル・サポート
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表 7 　心理体験の変化過程
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表 8 　ソーシャル・サポートの変化過程
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査においても、これまで自身のキャリアの見方や考え方

を変えながら休職体験を意味づけしたことで、自己理解

が深まったと推察される。

 2 ．当事者からみる社会復帰に最も支えになるソーシャ

ル・サポートの変化過程

　本研究の調査では、共通して社会復帰するにあたり最

も支えになったと認知されたソーシャル・サポートの特

徴が見られた。

　まず、道具的サポートはどの時期においても認知され

ていなかったことが挙げられる。道具的サポートは、本

研究において労働力や金銭などのサポートと定義してい

る。実際に語られた内容の中には仕事を手伝うなどの問

題解決のために直接的な行為として提供されているサ

ポートもあるが、それらを精神的な支えとして受け取っ

ていた。そのため、道具的サポートは提供されている

が、それらを情緒的サポートとして捉えたと言え、その

結果、道具的サポートはどの時期においても認知されな

かったと考えられる。

　次に第Ⅰ期から第Ⅲ期すべてに共通し、対等な関係で

話せる相手をソーシャル・サポートとして認知されてい

た。五十嵐（2011）はリワークプログラムの要素として、

同じ悩みをもった仲間の存在があり、その仲間と共に対

人関係の問題を扱う場であることを示している。リワー

クに参加しているＢさん、Ｃさん、Ｄさんは共通して同

じ悩みをもった仲間の存在について語っている。また、

リワークに参加していないＡさん、Ｅさんにおいても、

リワークではない場ではあるものの、同様に同じ悩みを

もった仲間の存在を重要と考えていた。同じ悩みを持っ

た仲間との関わりにおいて受容感や安心感を得ることが

でき、自己開示や自己理解へとつながっている。そこか

ら同じ悩みを持っていなくとも、対等な関係で話せる相

手であるという本質を見出し、ソーシャル・サポートと

して認識する幅を広げたと考えられる。

　さらに時期、対象者すべてに共通し、職場からの支援

をソーシャル・サポートとして認識していた。その内容

は職場の異動や採用といった組織による支援から、助言

や理解といった個人による支援まで様々である。しかし

ながら共通して、支援者は当事者を理解し、受容する姿

勢が、復職支援として重要な視点であると語っている。

沖園（2013）は、話し手が心理面接場面にて聴き手から

の理解や肯定捉えを体験したことによって、自己を肯定

的に捉えることができ、自分に対しての新たな気づきを

得ることができているとしている。本研究では心理面接

場面ではないものの、支援者が当事者を理解し、受容し

たことによって、当事者は自己を肯定的に捉え、自己理

解を深めることができたと考えられる。

　本研究における調査では第Ⅰ期と比較し、第Ⅲ期では

ソーシャル・サポートとして表現されるものが少なかっ

た。その理由として第Ⅰ期と比較し、第Ⅲ期では自己理

解が深まったことによって、自身で調整することが可能

となり、その結果、ソーシャル・サポートの必要性が低

下したのではないかと考えられる。この、ソーシャル・

サポートの必要性が低下し、自身で調整することができ

るようになった時期を、心理的にも回復することができ

た、心理的復職であると捉えることができる。

　しかしながら、インタビューを実施した際、協力者

の 5 名の内 2 名が第Ⅱ期であったため、語られることが

少なかったことも考慮に入れる必要がある。 

 3 ．ソーシャル・サポートにおける「時期」の重要性

　本研究で実施したインタビュー調査において全ての協

力者が、心理的状態とソーシャル・サポートの一致感や

不一致感についての事柄が語られた。橋本（2009）は、

クライシスを“困難として認識されるが、個人にとって

重大な意味を持ち、人生の転機となる経験”として定

義し、“サポートを与えてくれるような重要な他者がク

ライシスにおいてどのような役割や位置づけになるかと

いうことによって、受け手にとって適切とみなされるサ

ポートも、質、量、サポート源において異なり、サポー

トと自己認知の関わりも異なってくる”とした。本研究

においても、同様なソーシャル・サポートであっても時

期や対象者によって、位置づけが異なっていると言え

る。このような心理的回復が伴った自己調整力の確立が

安定した復職につながることから、復職支援において心

理的側面での復職、すなわち、「心理的復職」に注目す

ることが重要と思われる。（図 1 ）
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仕事に対する否定的な気持ち
自己の否定的な捉え
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医療機関への不満

図１ 心理的復職に重要な心理的体験とソーシャル・サポート

自己の肯定的捉え
疾患に対する肯定的思い

心理的体験
自己理解・自己調整

ソーシャル・サポート
職場からの支援

対等な関係で話せる相手
心理的復職

図 1 　心理的復職に重要な心理的体験とソーシャル・サポート
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者の心理的状態に適合しているかについて十分考慮する

必要があり、そこで心理臨床的アセスメントとコンサル

テーションが重要と思われる。

 4 ．今後の課題

　本研究では、当事者の被支援体験を中心にメンタルヘ

ルス不調による休職者に対する支援のあり方を検討し

た。本調査において復職後、ソーシャル・サポートを受

けることによって自己調整や自己理解ができたことで、

「心理的復職」となることが示され、勤務への復帰と心

理的復職の時期が異なることが見出された。そのため、

復職後のソーシャル・サポートが重要であると言える。

今後、復職後のソーシャル・サポートに焦点を当て、細

かく検討することが必要であると考えられる。

　また、本研究では心理的体験とソーシャル・サポート

の関連性を調査することはできなかったことから、心理

的体験とソーシャル・サポートの関連性を調べる必要が

ある。
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